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　ヒ トの 分娩体位 は有史以前より垂直位 （uprFght 　pOsitlon）が主体であ っ たが、近代産

科学の黎 明とともに医学的管理の 容易 な仰臥位分娩 に取 っ て1代わられた．しか し近年．坐

笹分娩な どが産婦の安楽の点の みならす，産科的にも弯利に働 く可能性が蕎 いことから両

び脚光を浴 びっ つ ある ，本研修 ⊃
一

ナ
ー
で は，分娩体位の 変遷 につ い て紹介 した後，それ

ぞれの分娩体位の メリッ ト ・デ メリッ トにつ いτ まとめ r みる、

1 甜 馳

　二　6　　 囚囮

　人類は洋の 稾西を閹わず、18世 紀の 終わ り頃まで 広い 意味で の 垂直位で 分娩を行 っ rr

きた、E 代工ジブ トざは一人の 女性が 産婦を後ろか ら支え，もう
一

人の 女性が産嬬の 前に

座 っ て胎児の娩出を手伝う形の しゃが み産と半坐 位分娩が
一

般的で あ っ た し，古代ギ リ

シ ャやロ
ー

マ 時代では分娩は立膝位で行われていた とされている．〔P世 ヨ
ー

〔コッ パ におい

て も側方又は後ろから産婦を支 える坐位分娩が一般的で あ っ た．図 冒まカン ボジア の ア

ン⊃ − 」レ トムの 遺跡の レ リ
ー一

フ にみられ る坐位分娩の様子で ある，こ こにある レリー
フ

には当時の 8 常生活の 様弓が詳細に描かれて おりt 大変興味深い．こ の ように古来より人

類が垂直位で分娩 を行 っ て きたことは、これらの姿勢が分娩の 進行や母体の 安楽度 に対 し

て有利であるこ とを経験的に知 っ （ O たためと考えられる，

　さて，霙 直位 には立 位 （standing 　po3itlon）， 坐 位 （sittlng　pOsitbn），膝位 （knee ト

ing　POsitioR），蹲踞 位 （squatting 　Posltion），懸垂 位 （suspending 　POsitiOn）が あ

るが ，いすれに しτ も驅幹は垂直状態に近か っ たとさ れてい る，

　分 娩 体 位 と して 仰 臥 位 を 導 入 した の は，1ア38年 フ ラ ン ス の 宮 廷 医 Franco ［s

（図 1）アン コール ・トム｝藝跡 の 坐位分娩の レリーフ （筆書撮影）
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（籤 1）砧娩捧位に関する研究
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Maur にeau で あ っ た．彼は鏘 子分娩や麻酔などの産科的処置 が やりやすい とい うことか

らi［P臥位を提唱 したの で あるが、齏廷医 として の 権威と分娩管理が容易 である とい うこ と

か ら，施設分娩の 増加と相ま っ て ，仰臥位分娩は急 速に醤及 し現在に至 ヴ こいる．

　仰臥値は医療側に とっ て は極めて都合の よい分娩体位であるが、産婦1則か らみれば極め

C 自由痩の低い姿勢で あり、努責もか けに くい 、そこ で 1954年 HOward 　et　al．によ っ て

仰臥位分娩が分娩中の 母児 に対 し
一
（
一
生理学的にも精禰心理学的にも不 利な体位で ある こ と

が指摘され，出産時に産婦の上 体を起こ す必嚢 1宇が注目され始めた，我が国 にお いて も

1979葺：，第9回 FIGO 東京大会 において ウルグアイの CaldeyrO−8arciaによっ て 坐位分

娩が紹介されτ以来次第に普及 し，現在て∫は坐位分娩用 の分嬶台 （碕子） が 急速に藩及 し

つ つ ある．

’ ：；　 　　 観　 開　≡

　分娩第 1期にお いて は安楽椅子にいるE が産婦にと っ て精 神的にも生理学 的にも利点

が多し、、ベ ッ ドに いる ときで も多くの 産婦にと っ て側臥位が最も安楽な姿勢である．一方、

分娩時の 体位が分娩の 進行や胎児の 状態，痛み の感覚などに及 ぼす影響につ いて は統
一

し

た 見 解はない ，Lupe 　and 　Grossllは母体の 垂 直 位や歩行に関する review の 中で、分娩

第 1期にお ける垂 直位や歩行が 分娩 時間の 短縮や児の 予 後の 改善に つ なが るとは結論で

きないと して いる．しか しなが ら，分娩第 1期 における歩行は母体や胎児 に有害な影響

を及ぼすこと はな い，また多 くの 研究暫は分娩第 1期 に産婦が巳由に動けるようにす る

こ とは産婦の 苦痛を軽減 し，結果と しτ麻酉卆薬や鎮痛薬の使用 を減らすことがで きると報

告 しτ い る （表 1），

　 1，分娩体位と
・
…誓鶯 収縮

　Caldeyro −Barcia （1960）は妊婦が側臥位 をとる と、仰臥位 に比べ τ 子 宮収縮は 強く

なるが，頻度は減少すると報告 し、Mller（1983）も同様の 報告 を して いる．また Mendez −

Bauer 　et　al．　G975）は産婦が坐泣や立位をと っ たときには子認収縮の 頻度も強度も墻加

すると報告 しτ い る．さ らに Read 　et　al，（1981） は産婦が歩行 して い るときに は，間歇

期の 子宮内圧がベ ツ ド上にい るときに比べ 8．8mmHg 増加すると しτ いる．一方，坐位に
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（表 2）分娩体位の種類とメリッ ト ・デ メリ ッ ト
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困難． ・会陰保吉が困 難、 お LYC’は仰臥位に比べ子筥静止圧（rest ｝ng 　 pressur

j は 増加する もの の， 子富収縮圧 は両 体 位にお いて差がないとする 報告 もある，
ま
た
努i 蒹は坐

や 蹲踞位の li 　hN ・仰臥位に比 べ有慧に強いことか ら，resting 　preS ＄ure の増刀

と相 まって分娩第 2 期の弯慧な 短

が もたらされる とする報告

多い， 　2，分娩侮 泣と子鬻胎盤血流 　Scott 　et 　al ，（1963 ） は妊娠後期 にお ける

大静脈q ＞ C ）圧を調べ，仰臣 人位 において は 妊娠子 宮による機褫的 圧迫 によ って下

静脈 の細流が蓍 しく 障害されることを 示した ． ま た 自
治医大の佐藤（1981 ）は 光電

波ト ランスジューサ ーを用いた研 究 から 、子寓体 部 の血流は 仰臥 位では

邑M立のおよそ2 ／3
減少 すると 報凸しC い る， 　3 ． 分娩体位と塵懣 　子 筥の 長軸と母体の脊 柱との角度 を d

ve 　 angle というが，趨体 が坐位をと ることに よりこの drive 　 angle が大き

なり、胎児の侵軸 と臂盤 入口面の軸のずれが小さくなる ため、 分娩 が 進行しやすくなる ，Dri

　 angle が90 度に近いほど 分娩時間が短かったと いう報告があ るが、坐 位をとる
と
drlve 　

gle は80 〜90廛になるとし、われ一（し、る1 ， 　またRessell （ 1969 ）は蹲踞イ

をとっ た場合 には仰臥位に比べて周盤出口面が20〜30 ％増 加したとし，（：） ardo ＄ i 　et 　 al

（1989 ）も蹲踞位や 半蹲踞位は娩出力 の増強 と臀 盤 出ロ 径の増大 により，分 娩第2 期が
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（1991＞の 報告では、上体を30廛上げた仰臥位と蹲踞位とでは膏盤入ロと出 ［｝の 各 径線に

おいて特 に有憇な変化はなか っ たと して いる，

　4．分娩体位と安楽度

　Shwa 厂cz 　et　al，（1976）や Menderz −Baueret 　al，（1975）によれ ば、分娩時の疼痛は

仰臥位より側臥位，坐位，立位の応が少なく，したが っ て安楽農も大きか っ たと報告 して

いる．

　以上の ことを踏まえ，代表的な分娩体位につ き、メリッ ト ・デメリッ トを整理 してみた

（表 2 ），

e w
　ウィ リア ムス産科誉に述べ てあ るように、分娩時の母 体の 体位が分娩の 進行や痛みの感

覚，児の 健康状態に与える影饗に つ いτ はいまだ意覺の
一

致をみτ いない．坐 位や （半）

蹲踞位による分娩が分娩とい う現象その もの をみ る限 りで は優れて い ると考えられるが、

それぞ れの 症例の リス クを評価 し，必要と警えられる医学的処置を加味 したうえで 最も適

当な分娩体位を選択す る の がよいとい えよう，
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